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１６５億　２，０７３万円
（前年比　+ １, ５２５万４千円：＋ 0. １％）

一般会計　  110 億 8,100 万円（△ 3 億 900 万円：△ 2.7％） 

特別会計　     33 億 8,691 万円（＋ 2 億 1,354 万円：＋ 6.7％）

事業会計          20 億 5,282 万円（＋ 1 億 1,071 万円：＋ 5.7％）
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総務費
21.2％

庁舎管理や地域振
興にかかるお金

消防の運営に
かかるお金

消防費
3.8％

商工費、議会費、労働費等

その他
3.1％

土木費
17.9％

道路や公営住宅な
どの整備、除排雪
にかかるお金

民生費
20.4％

高齢者・障がい者福
祉や保育園・子ども
医療費助成などにか
かるお金

国や金融機関から借
り入れた資金の返済
に充てられるお金

公債費
13.0％

学校運営や公共
施設等の管理に
かかるお金

教育費
9.0％

衛生費
7.4％

予防接種・健診・
ごみ処理等にか
かるお金

農業振興や有害鳥獣対策
にかかるお金

農林水産業費
4.2％

歳　出
一般会計合計
110 億110 億

8,100 万円8,100 万円

詳しい予算状況は、冊子「知っておきた
い！まちの予算」をご覧ください。
町ホームページに掲載されています。

町 HP 予算概要



国などから借り
入れるお金

町　債
13.1％

令和８年度予算可決令和８年度予算可決 １６５億　２，０７３万円

依存財源
　　　昨年と比べて…

減少
　自治体が自由に使えるお金（一般財源）のうち、
　 国や道から交付されるお金のこと。

（※２）依存財源とは

解説

くりやまぎかいだより№ 1873

（※１）自主財源とは
　自治体が独自に確保できる財源。
　町税、使用料、手数料、寄附金など。

町民の皆さんから
納められる税金

町　税
12.4％

町の基金（貯金）から繰
り入れるお金

繰入金　
4.3％

一定の行政サービスを維持でき
るように交付されるお金

地方交付税
36.8％

（※ 2）（※ 2）依存財源
73.3％

歳　入
一般会計合計
110 億110 億

8,100 万円8,100 万円

税収の一部を道から町に
交付されるお金

その他交付金　
1.5％

地方消費税の一部を道から町に
交付されるお金

地方消費税交付金
2.9％

ふるさと納税等で寄附
されたお金や施設使用
料、各種証明書手数料な
どのお金

その他
7.0％

他のどの区分にも
含まれない様々な
お金

諸収入
3.0％

事業に対する国から
の補助金など

国庫支出金
12. ６％

事業に対する道から
の補助金など　

道支出金
6.4％

自主財源
26.7%

（※ 1）（※ 1）

予算総額予算総額

　令和７年３月定例会議※において、令和８年度各会計歳入歳出予算が提案されました。
　これに伴い、各会計予算審査特別委員会を設置し、特別委員会に付託して審査すること
を決め、３月１３日、１６日の２日間の集中審議ののち、本会議において採決を行った結果、
９つすべての会計を可決しました。
　※本町議会は通年議会であり、令和 7 年定例会の会期は令和７年 5 月から令和８年４月のため、令和８年３月に行った定例会議は
令和７年定例会会期中のため「令和７年３月定例会議」という記載になります。
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Ⅳ . 産業

Ⅴ . 都市基盤

Ⅵ . 地域経営

令和８年度の主要事業をピックアップ
してお知らせします。
　詳しい予算状況については、冊子「知っておきた
い！まちの予算」をご覧ください。町ホームページ
に掲載されています。

町 HP 予算概要 QR

「みんなのお金」   の使い道

緊急銃猟用資材保管庫設置工事
　　　　　　　　

１５８万５千円

ファブラボ栗山運営業務委託
　　　　　　  

１，２９３万３千円

スクールバス２台購入
　　　　　　  

６，８９５万６千円

日出生活館建設工事
　　　      　   

４，３５７万１千円

キャッシュレス決済導入業務委託
　　　　　　  　  

５４１万４千円

行政情報等ラジオ番組制作・放送
業務委託

１，６０7 万 3 千円

新規

継続

継続

新規

新規

新規
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Ⅱ . 教育

ココ　　　　
　　　　

Ⅰ . 生活環境

Ⅲ . 医療・保健・福祉

「みんなのお金」   の使い道に注目！！に注目！！

小規模太陽光発電設備等設置費
補助金　　　
　　　　　　　　　　２６５万円

高機能消防指令センター整備　　 
　　　　　　

５，６８８万 8 千円

介護福祉学校駐車場改修工事　　
　　　　　　  

１，１４０万７千円

学校教育統括監配置　　　　　　　　  　　　　　  ７１４万８千円

栗山赤十字病院改築等事業補助金
　  　　　　　

２億１，３６０万円

南部地区医療環境確保補助金
  　　　　　　　 

１７８万 8 千円

新規

新規

継続

継続

新規

新規
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予算審査
特別委員会

議論議論のポイントポイント
すべての質疑は、議会 HP で録画配信をしておりますので、そちらをご覧ください。

藤
本
委
員　

地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
に
当
た

り
、
道
補
助
金
が
30
万

円
か
ら
４
０
０
万
円
超

へ
大
幅
増
額
に
よ
り
事

業
が
拡
充
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
制
度
変
更
の

経
緯
と
活
用
拡
大
の
背

景
を
問
う
。
ま
た
、
今

後
も
同
様
の
補
助
が
継

続
的
に
確
保
さ
れ
、
安

定
し
た
財
源
と
し
て
見

込
め
る
の
か
。

環
境
生
活
課
主
幹　

道

の
発
電
事
業
収
益
を
活

用
し
た
補
助
金
が
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
向
け
に

拡
充
さ
れ
、
上
限
引
上

げ
に
よ
り
普
及
啓
発
や

設
備
整
備
に
活
用
し
て

い
る
。
今
後
も
一
定
の

継
続
は
期
待
さ
れ
る
が
、

要
綱
は
毎
年
見
直
し
の

た
め
動
向
を
注
視
し
、

道
と
連
携
し
な
が
ら
安

定
的
活
用
を
図
る
。

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問答
道
補
助
金
急
増
の
経
緯
と
今
後

の
財
源
の
継
続
性
は

制
度
拡
充
で
活
用
拡
大
・
継
続

性
は
注
視

佐
藤
委
員　

住
み
替
え

が
完
了
し
た
ポ
プ
ラ
団

地
等
の
跡
地
に
つ
い
て
、

解
体
後
の
有
効
活
用
の

考
え
を
問
う
。
周
辺
の

景
観
悪
化
を
避
け
る
た

め
更
地
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
低
所
得
者
向
け
住

宅
の
整
備
や
周
辺
道
路

の
拡
幅
な
ど
、
地
域
開

発
を
含
め
た
前
向
き
な

検
討
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
近
隣

住
民
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
草
刈
り
等
の
維
持

管
理
を
求
め
る
。

建
設
課
長　

団
地
解
体

後
は
速
や
か
に
景
観
を

改
善
し
、
跡
地
の
有
効

活
用
を
検
討
し
て
い

く
。
更
地
と
な
っ
た
場

合
も
放
置
せ
ず
、
町
が

草
刈
り
等
の
維
持
管
理

を
行
い
、
近
隣
住
民
に

負
担
や
迷
惑
を
か
け
な

い
体
制
を
整
え
る
。
活

用
策
に
つ
い
て
は
、
住

宅
整
備
や
周
辺
環
境
の

向
上
な
ど
、
佐
藤
委
員

の
提
案
や
地
域
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重

に
検
討
を
進
め
る
。

問答
ポ
プ
ラ
団
地
等
の
跡
地
利
用
の

予
定
は

更
地
を
放
置
せ
ず
維
持
管
理
を

徹
底
し
、
有
効
活
用
を
検
討

公
営
住
宅

鈴
木
委
員　

救
急
医
療
補

助
金
が
２
億
円
超
へ
倍

増
し
た
背
景
と
日
赤
病

院
の
体
制
を
問
う
。
ま

た
、
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

（
＃
７
１
１
９
）
と
現
場
の

救
急
隊
と
の
情
報
共
有
不

足
に
よ
り
、
適
切
な
処
置

が
遅
れ
た
事
例
が
あ
る
。

町
民
の
命
を
守
る
た
め
、

各
機
関
の
密
な
連
携
と
信

頼
あ
る
搬
送
体
制
を
ど
う

構
築
す
る
の
か
見
解
を
求

め
る
。

福
祉
課
長　

国
の
算
定

基
準
に
合
わ
せ
、
有
利

な
財
源
を
上
限
ま
で
活

用
し
病
院
支
援
を
強
化

し
た
。
救
急
体
制
の
維

持
確
保
に
向
け
、
町
長

と
院
長
の
懇
談
等
を
通

じ
、
引
き
続
き
適
正
な

救
急
受
入
れ
を
要
請
し

て
い
く
。
ま
た
、
相
談

窓
口
と
消
防
の
連
携
ミ

ス
を
防
ぐ
た
め
、
事
例

共
有
を
都
度
行
い
、
不

安
な
く
医
療
を
受
け
ら

れ
る
確
実
な
体
制
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

問答
救
急
補
助
金
の
倍
増
理
由
と
相

談
窓
口
の
連
携
強
化
策
は

交
付
税
を
最
大
限
活
用
し
病
院
支

援
を
強
化
、
消
防
と
の
情
報
共
有

を
徹
底

地
域
医
療
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討　
　

論

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

重
山
委
員　

医
療
保
険

料
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
を
上
乗
せ
す
る

仕
組
み
は
、
本
来
の
医

療
保
険
制
度
の
目
的
か

ら
逸
脱
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費

や
薬
剤
費
の
自
己
負
担

増
に
よ
り
現
役
世
代
の

負
担
が
拡
大
し
、
後
期

高
齢
者
に
つ
い
て
も
保

険
料
や
医
療
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

全
世
代
に
影
響
が
及

ぶ
。

　

こ
う
し
た
制
度
は
世

代
間
の
分
断
を
招
き
か

ね
ず
、
持
続
可
能
性
の

名
の
下
に
負
担
増
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
本
予
算
に
反

対
す
る
。

反
　
対

齊
藤
義
崇
委
員　

本
予

算
は
法
定
受
託
事
務
や

各
制
度
に
基
づ
き
適
切

に
編
成
さ
れ
て
お
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

し
も
含
め
全
体
と
し
て

妥
当
な
内
容
で
あ
る
。

　

骨
格
予
算
と
し
て
は

一
定
の
規
模
を
有
す
る

も
の
の
、
必
要
な
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。

　

ま
た
、
個
別
の
課
題

の
み
を
理
由
に
反
対
す

る
の
で
は
な
く
、
予
算

全
体
を
総
合
的
に
判
断

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
以
上
の
観
点
か

ら
、
本
予
算
に
賛
成
す

る
。 賛

　
成

何何にに使う？使う？

予算審査特別委員会で行われた質疑の中から、抜粋してお知らせいたします。

令和８８
年度予

算

齊
藤
義
崇
委
員　

道
路

の
工
事
請
負
費
が
計
画

比
2.7
倍
の
3.8
億
円
へ
増

額
さ
れ
た
理
由
を
問

う
。
地
域
要
望
へ
の
即

応
や
、
早
期
改
修
が
必

要
な
箇
所
の
積
増
し
に

あ
た
り
、
多
額
の
事
業

費
を
賄
う
た
め
の
起
債

（
借
金
）
の
活
用
や
、

町
の
実
質
負
担
に
つ
い

て
見
解
を
求
め
る
。

建
設
課
主
幹　

老
朽
化

へ
の
即
応
と
要
望
を
重

く
受
け
、
予
算
を
積
み

増
し
た
。

企
画
財
政
課
長　

財
源

は
、
後
日
国
か
ら
大
半

が
戻
る
「
緊
急
自
然
災

害
対
策
債
」
等
を
活
用

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

3.8
億
円
の
事
業
費
に
対

し
、
町
の
実
質
負
担
は

約
１
３
０
０
万
円
に
抑

え
整
備
を
推
進
す
る
。

道
路
・
工
業

問答
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
工
事

費
の
計
上
理
由
と
財
源
の
内

訳
は

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債

を
使
い
町
の
実
益
を
最
大
化

大
櫛
委
員　

介
護
福
祉

学
校
の
運
営
費
に
対
し

町
民
か
ら
厳
し
い
声
が

あ
る
。
教
職
員
給
与
を

除
い
た
管
理
費
で
は

中
学
校
と
大
差
な
い

が
、
実
習
等
の
専
門

性
ゆ
え
に
経
費
は
嵩か
さ

む
。
義
務
教
育
と
は
異

な
る
専
門
学
校
な
ら

で
は
の
必
要
経
費
や
、

運
営
の
優
位
性
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。 

介
護
福
祉
学
校
事
務
局

長　

介
護
福
祉
学
校
は

高
校
卒
業
後
の
専
門
教

育
機
関
で
単
科
運
営
の

た
め
効
率
面
で
不
利
だ

が
、
介
護
人
材
不
足
が

深
刻
な
中
で
地
域
の
人

材
確
保
に
大
き
な
役
割

を
担
う
。

　

社
会
的
意
義
と
地
域

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、

必
要
な
運
営
と
認
識
し

て
い
る
。

問答
介
護
福
祉
学
校
費
の
妥
当
性
は

社
会
的
意
義
踏
ま
え
運
営

介
護
福
祉
学
校

どうどう活かす活かす？？
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3 月定例会議

賛
否
の
公
表

補
正
予
算

￥

域
連
合
納
付
金
の
確
定
に
よ

る
追
加　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

１
３
６
３
万
円

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

第
４
期
及
び
第
５
期
工
業
団

地
緑
地
草
刈
業
務
の
入
札
執

行
残
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
２
万
円

　
　
　
　
　
　

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

道
営
農
地
整
備
事
業
に
係
る

配
水
管
移
設
工
事
の
事
業
費

確
定
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　

△
１
４
６
７
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
機
器

更
新
工
事
費
の
確
定
に
よ
る

減
額　

　
　

△
１
億
２
１
５
８
万
円

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

高
額
療
養
費
の
実
績
見
込
み

に
よ
る
追
加　
　

    　
　

　
　
　
　
　

１
３
３
０
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計

非
常
勤
講
師
謝
礼
の
実
績
見

込
み
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
49
万
円

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
の
実
績
見
込
み
に
よ

る
減
額

　
　
　
　
　

△
２
０
０
万
円

▼
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

３月４日～１8 日
令
和
７
年
度
予
算

▼
一
般
会
計

７
７
７
２
万
７
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
１
５
億

２
１
９
万
８
千
円
と
し
た
。

　
　
　
　
　

町
道
除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　

３
６
７
６
万
円

　
　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り

地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事

業
補
助
金

　
　
　
　
　

１
６
９
８
万
円

避
難
所
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
及
び
付
属
品
整
備
に
伴
う

追
加

　
　
　
　
　
　

１
８
２
万
円

ご
み
収
集
車
の
今
年
度
更
新

見
送
り
に
よ
る
減
額

　
　
　
　

△
１
４
２
５
万
円

　
　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り

町
道
除
雪
委
託
料
増
額
補
正

  

そ
の
他
の
補
正
予
算

質

疑

議　件　名
結
果

齊
藤
（
義
）

置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
（
隆
）

端藤
本
鵜
川

令和８年度栗山町一般会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

令和８年度栗山町国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

令和８年度栗山町後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /
可：可決　○：賛成　×：反対　ー：棄権
※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

齊
藤
義
崇
議
員　

降
雪
が
少

な
い
中
で
の
除
雪
対
策
費
の
補

正
内
容
に
つ
い
て
、
確
定
支
出

か
見
込
み
か
確
認
し
た
い
。

建
設
課
長　

１
月
末
時
点
の

試
算
と
過
去
実
績
に
基
づ

き
、
不
足
を
防
ぐ
た
め
余
裕

を
持
っ
て
計
上
し
た
も
の
。

修
繕
費
増
も
含
ま
れ
る
が
、

最
終
的
に
執
行
残
が
生
じ
る

可
能
性
も
あ
る
。

齊
藤
義
崇
議
員　

ご
み
処
理

車
両
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
と

せ
ず
減
額
補
正
と
し
て
い
る
理

由
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
納

車
遅
延
の
み
が
理
由
な
の
か
、

価
格
や
仕
様
変
更
の
影
響
も
含

め
た
判
断
な
の
か
。

環
境
生
活
課
長　

法
改
正
の
予

定
や
納
車
ま
で
の
長
期
化
に
よ

り
適
合
し
な
い
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
入
札
を
見
送
り
、
減
額

補
正
と
し
た
。
令
和
８
年
度
に

改
め
て
予
算
措
置
す
る
。

3 月定例会議
録画配信

３月定例会議
賛否
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規
則
・
条
例

▼
町
道
の
認
定

朝
日
38
号
線
、
朝
日
39
号
線
、

朝
日
40
号
線
お
よ
び
旭
台
第

９
支
線
、
旭
台
第
10
支
線
の

５
路
線

町
道
実
延
長　
　
　
　
　
　

　
　

30
万
３
５
３
０
・
８
６
ｍ

　
　
　
（
５
２
８
・
３
０
ｍ
増
）

▼
令
和
７
年
度
一
般
財
団
法

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
事

業
計
画
の
報
告

①
農
地
流
動
化
意
向
調
査
を

行
い
、
農
業
委
員
と
連
携

し
、
積
極
的
な
農
地
流
動
化

を
図
っ
て
い
く
。

②
離
農
農
地
等
を
中
間
保
有

す
る
こ
と
で
、
担
い
手
や
新

規
就
農
者
等
へ
の
農
地
流
動

化
を
図
っ
て
い
く
。

③
意
欲
と
能
力
の
高
い
担
い

手
の
確
保
と
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、

実
践
的
か
つ
総
合
的
な
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

た
、
農
家
減
少
と
担
い
手
不

足
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

新
規
就
農
希
望
者
や
農
地
所

有
適
格
法
人
の
雇
用
確
保
の

た
め
、
農
業
農
村
体
験
や
新

規
就
農
研
修
生
の
受
入
れ
を

行
う
と
と
も
に
、
研
修
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

④
経
営
規
模
や
経
営
内
容
に

合
わ
せ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
に
よ
る
農
作
業
の
省
力

化
や
コ
ス
ト
低
減
を
目
指

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
機
械
等
の

導
入
を
引
き
続
き
推
進
し
て

い
く
。

⑤
農
業
農
村
振
興
に
係
る
課

題
解
決
の
た
め
、
地
域
を
代

表
す
る
農
業
振
興
推
進
委
員

会
に
お
い
て
検
討
協
議
し
、

栗
山
町
、
中
山
間
地
域
等
推

進
協
議
会
並
び
に
多
面
的
機

能
推
進
協
議
会
か
ら
の
負
担

金
に
基
づ
く
農
業
振
興
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

⑥
地
域
懇
談
会
の
開
催
や
北

海
道
大
学
農
学
部
に
よ
る
農

業
農
村
調
査
の
受
入
れ
等
、

農
業
振
興
や
農
村
の
活
性
化

に
関
わ
る
取
組
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他

３
月
定
例
会
議
で
は
、
全
７
件
の
条
例
の
改
正
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
２
件
を
解
説
！

町営バス・コミュニティバスの条例を改正
高校生向け定期券を新設

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
に
つ
い
て

　
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
き
、
令
和
３

年
に
策
定
し
た
「
栗
山
町
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村

計
画
」が
、本
年
度
末
を
も
っ

て
５
年
間
の
前
期
計
画
期
間

が
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
か
ら
向
こ
う
５
か
年

の
後
期
計
画
を
新
た
に
策
定

す
る
た
め
、
同
法
第
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▼栗山町営バス運行条例の一部を改正する条例
▼栗山町コミュニティバス運行条例の一部を改正する条例
　今回の条例改正で、町営バスとコミュニティバスの利用拡大を目的に、これまで一般
料金のみだった定期券に、高校生を対象とした料金区分を新たに設けるため、関係条例
を改正した。（施行日：令和８年４月１日）

内　容 種　　類
改正前 改正後

適用区分 一般 高校生（新設）

適用期間 １ヶ月 ３ヶ月 １ヶ月 ３ヶ月

割引料 40％引 １ヶ月の 3 倍の５％引 60％引 65％引

料金

北広島駅循環線（栗山町内・
北広島駅区間）を除く全路線 7,200 円 20,520 円 4,800 円 12,600 円

全路線 21,600 円 61,560 円 14,400 円 37,800 円

【町営バス】

内　容 種　　類
改正前 改正後

適用区分 一般 高校生（新設）
適用期間 １ヶ月 ３ヶ月 １ヶ月 ３ヶ月

割引料 40％引 １ヶ月の 3 倍の５％引 60％引 65％引

料金 7,200 円 20,520 円 4,800 円 12,600 円

【コミュニティバス】

地域懇談会で町民と農業の課題や展望を意見交換

≪条例改正前後の高校生の料金区分≫
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意
見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
・
負
担
率
１
／
２
へ

の
復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」

な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充

と
就
学
保
障
の
実
現
に
向
け

た
意
見
書

【
要
旨
】

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
は
、
教
職
員
を
安
定

的
に
確
保
し
教
育
の
機
会

均
等
を
図
る
た
め
の
重
要

な
制
度
で
あ
り
、
国
の
負

担
率
を
１
／
２
へ
復
元

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
、
少
人
数

学
級
の
実
現
や
教
職
員
の

多
忙
化
解
消
な
ど
教
育
環

境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。 

　

ま
た
、
就
学
援
助
を
必

要
と
す
る
家
庭
の
増
加

や
教
育
費
負
担
の
地
域
格

差
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

進
学
断
念
な
ど
の
課
題
が

あ
る
ほ
か
、
不
登
校
の
増

加
や
学
習
内
容
の
過
密

化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
義

務
教
育
費
の
無
償
化
の
充

実
、
教
職
員
定
数
の
改
善
、

「
30
人
以
下
学
級
」
の
実
現
、

就
学
支
援
制
度
の
拡
充
な
ど

に
つ
い
て
、
国
に
お
い
て
は

次
の
事
項
を
早
急
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
国
の
責
務
で
あ
る
教

育
の
機
会
均
等
・
水
準
の

最
低
保
障
を
担
保
す
る
た

め
、
義
務
教
育
費
を
無
償

と
す
る
よ
う
求
め
る
。
ま

た
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
を
堅
持
し
、
当
面
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

の
負
担
率
を
１
／
２
に
復

元
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

２
．
給
食
費
、修
学
旅
行
費
、

教
材
費
な
ど
保
護
者
負
担
の

解
消
や
、
図
書
費
な
ど
に
つ

い
て
国
に
お
い
て
十
分
な
確

保
、
拡
充
を
行
う
こ
と
。

３
．
就
学
援
助
制
度
・
奨
学

金
制
度
の
更
な
る
拡
大
な

ど
、
就
学
保
障
の
充
実
に
向

け
、
国
の
責
任
に
お
い
て
予

算
の
十
分
な
確
保
、
拡
充
を

行
う
こ
と
。

４
．
小
中
高
「
30
人
以
下
学

級
」
の
早
期
実
現
に
む
け

て
、
学
級
編
制
標
準
を
順
次

改
定
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

当
面
、
中
学
・
高
校
へ
の

「
35
人
以
下
学
級
」
の
早
期

拡
大
を
求
め
る
。
ま
た
、
増

加
し
続
け
る
不
登
校
や
い
じ

め
・
自
死
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
解
決
す
べ
き
問
題
を
改

善
す
る
た
め
、
教
職
員
定
数

改
善
や
加
配
教
員
増
員
を
は

か
る
と
と
も
に
、
教
頭
・
養

護
教
諭
・
事
務
職
員
の
全
校

配
置
の
実
現
の
た
め
、
必
要

な
予
算
の
確
保
・
拡
充
を
行

う
こ
と
。

５
．
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

学
習
指
導
要
領
の
内
容
精
選

お
よ
び
標
準
授
業
時
数
精
選

を
は
か
り
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の

早
期
改
善
を
行
う
こ
と
。

　

生
産
現
場
に
寄
り
添
っ
た

農
業
政
策
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

新
た
な
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
と
酪
農
・

肉
用
牛
生
産
の
基
本
方
針

の
策
定
に
よ
り
中
長
期
的

な
方
向
性
が
示
さ
れ
、
水

田
政
策
の
見
直
し
や
畑
作

物
の
直
接
支
払
制
度
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
水
田
政

策
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体

的
な
情
報
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
生
産
現
場
で
は
営
農
計

画
を
描
け
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
ほ
か
、
交
付
金
単
価

の
引
き
下
げ
や
飼
料
価
格
の

高
止
ま
り
に
よ
り
、
農
業
経

営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

　

こ
の
た
め
、
生
産
基
盤
の

強
化
や
経
営
安
定
に
資
す
る

所
得
政
策
の
充
実
、
水
田
政

策
の
早
期
明
示
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
の
実
現
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　

つ
い
て
は
、
生
産
現
場
に

寄
り
添
っ
た
農
業
政
策
の
確

立
に
向
け
て
、
下
記
事
項
を

要
望
す
る
。

１
．
２
０
２
７
年
以
降
の
水

田
政
策
に
つ
い
て
、
生
産
現

場
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
つ

つ
、
農
業
者
が
将
来
に
わ

た
っ
て
営
農
計
画
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
早
期
に
示
す
こ

と
。
産
地
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
地
域
が
裁
量
を
も
っ
て

活
用
で
き
る
制
度
運
用
を
維

持
す
る
こ
と
。

２
．
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
生
産
性

向
上
な
ど
農
業
者
の
努
力
が

報
わ
れ
る
算
定
方
式
に
改
善

す
る
こ
と
。

３
．
酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
や
酪
肉
近
で

掲
げ
る
目
標
が
確
実
に
達
成

さ
れ
る
よ
う
必
要
な
事
業
を

行
う
た
め
の
予
算
を
措
置
す

る
こ
と
。
ま
た
、
持
続
可
能

な
酪
農
・
畜
産
に
向
け
た
所

得
安
定
政
策
を
講
ず
る
こ

と
。

将来を見通せる農業政策の早期明示が求められている
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３月定例会議
一般質問

Ｑ 1. ふるさと納税の更なる活用は
                           Ａ . 寄附拡大と地域経済活性化に取り組む

３  ３  議員が一般質問議員が一般質問

町政の町政の
　　ここが聞きたい　　ここが聞きたい

斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩 議員

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員

Ｑ 1. 難聴者への補聴器購入助成は
　　　　Ａ . 加齢性難聴は検討、他は国に制度化を要望

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員

Ｑ 1. 除排雪の課題と今後の対応は
                                  Ａ . 持続可能な除排雪体制構築を図る
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                  ふ
る
さ
と
納
税

Ａ：寄附拡大と地域経済活性化に取り組む

Ｑ：ふるさと納税の更なる活用は

質
問
趣
旨　

栗
山
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
伸
ば
す
に
あ

た
っ
て
の
課
題
や
取
組
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

感
想　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

は
有
効
な
栗
山
町
の
財
源
で

あ
り
、
事
業
推
進
し
て
い
く

に
は
豊
か
な
発
想
力
を
持

ち
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い

委
託
事
業
者
選
定
が
要
か
な
めだ
。

　

し
か
し
、
私
が
見
る
限
り

に
お
い
て
は
現
在
の
動
き
で

は
安
定
し
た
寄
附
者
の
確
保

や
返
礼
事
業
者
の
拡
大
は
難

し
い
と
感
じ
る
。
選
定
方
法

も
随
意
契
約
で
不
透
明
だ
。

　

町
長
は
現
在
の
委
託
事
業

者
が
適
任
だ
と
答
弁
し
た

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
限
ら

ず
ど
ん
な
事
業
で
も
固
定
概

念
を
捨
て
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
事
業
発
展
は
困
難
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

事
業
の
見
直
し
や
新
し
い

事
へ
の
挑
戦
を
恐
れ
ず
、
事

業
全
体
を
磨
き
上
げ
、
町
民

の
福
祉
増
進
に
繋
げ
て
欲
し

い
と
願
う
。

議
員　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
実
質
収
益
は
返
礼
品
や

事
務
経
費
を
差
し
引
い
て

１
億
円
か
ら
２
億
円
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
、
返
礼
品
提

供
事
業
者
も
売
り
上
げ
増
加

に
繋
が
る
重
要
な
事
業
だ
。

町
長　

具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
は
地
場
産
品
や
町
の
取

組
な
ど
情
報
発
信
を
通
じ
て

能
動
的
か
つ
持
続
的
に
応
援

し
て
く
れ
る
栗
山
フ
ァ
ン
を

創
出
す
る
事
が
重
要
。
更
な

る
寄
附
者
の
獲
得
に
つ
い
て

は
リ
ピ
ー
ト
率
な
ど
の
成
果

指
標
の
見
直
し
、
返
礼
事
業

者
の
新
規
参
入
に
向
け
た
情

報
発
信
強
化
、
返
礼
品
の
掘

り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
な
ど

更
な
る
充
実
に
向
け
引
き
続

き
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
本
町
の
魅
力
が
伝

わ
る
情
報
発
信
の
強
化
や
各

種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用

し
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
取
り
組

む
と
共
に
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得

に
向
け
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定
の

返
礼
品
開
発
な
ど
企
画
を
強

化
す
る
。
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
拡
大
は
既
存
事
業
者

に
加
え
新
規
参
入
希
望
の
事

業
者
が
よ
り
多
く
参
画
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
返
礼
事

業
者
や
委
託
事
業
者
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
通
じ
た
自
主
財

源
確
保
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
関
係
人
口
の
創
出
な
ど

官
民
一
体
と
な
っ
た
事
業
展

開
を
図
り
た
い
。

斉藤隆浩 議員

返礼品の充実で寄附拡大と地域経済の活性化へ

　

一
方
で
返
礼
事
業
者
の
固

定
化
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

今
後
制
度
の
見
直
し
が
行
わ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
制
度

が
継
続
す
る
限
り
、
栗
山
町

に
と
っ
て
有
効
な
財
源
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

更
な
る
寄
附
者
獲
得
及
び

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
拡

大
に
向
け
て
町
の
具
体
的
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索
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                  福
祉
医
療

Ａ：加齢性難聴は検討、
　　　　　他は国に制度化を要望

Ｑ：難聴者への補聴器購入助成は

質
問
趣
旨　

日
常
会
話
に
困

難
を
き
た
し
て
い
る
方
が
増

え
て
き
て
お
り
、
１
日
も
早

く
補
聴
器
購
入
助
成
を
行
い

解
決
を
図
り
た
い
。

重山雅世 議員

感
想　

①
は
10
年
余
り
の
月

日
を
経
て
、
よ
う
や
く
実
現

の
目
途
が
立
っ
た
が
②
は
引

き
続
き
実
現
に
向
け
力
を
尽

く
す
。

議
員　

18
歳
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
の
該
当
と
な
ら
な

い
難
聴
者
に
対
す
る
助
成
制

度
は
、
対
象
年
齢
、
所
得
要

件
、
助
成
金
額
な
ど
各
自
治

体
一
律
で
は
な
い
。
耳
鼻
科

医
に
よ
る
と
「
老
人
性
難
聴

は
治
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
進
行

す
る
ば
か
り
な
の
で
、
補
聴

器
を
す
る
し
か
な
い
。
難
聴

が
起
こ
っ
て
会
話
が
で
き
な

く
な
る
と
、
認
知
症
が
一
気

に
進
む
。
対
話
こ
そ
が
認
知

症
予
防
に
大
切
、
早
期
に
補

聴
器
を
つ
け
て
会
話
を
維
持

す
る
こ
と
。
補
聴
器
を
安
く

購
入
で
き
れ
ば
利
用
者
は
増

え
る
は
ず
」
と
話
し
て
い

る
。
平
成
28(

２
０
１
６)

年
12
月
以
降
の
一
般
質
問
で

「
高
齢
者
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
過
ご
す
た
め
の
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
認
知
症
の

予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に

町
長　

①
今
年
度
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
購
入
助
成
実
施
の
有

無
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
検

討
。
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
取

り
組
む
。

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
」
と
答
え
、
国
や
道
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る

と
も
回
答
し
て
い
る
。
既
に

道
内
で
は
高
齢
者
だ
け
で
な

く
全
年
齢
対
象
を
含
め
て
34

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
２
点
見
解
を
伺

う
。

①
高
齢
者
に
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
ニ
ー
ズ
把
握
す
る
ま
で

も
な
く
、
早
期
に
実
施
に
踏

議
員　

①
他
自
治
体
の
動

向
を
い
つ
ま
で
注
視
す

る
の
か
、
先
延
ば
し
で
は

な
い
か
。
補
聴
器
助
成
は

２
０
２
１
年
36
自
治
体
か
ら

25
年
に
は
５
５
０
余
り
の
自

町
長　

高
齢
者
か
ら
の
回
答

で
「
高
額
だ
か
ら
補
聴
器
を

持
っ
て
い
な
い
」
等
、
必
要

性
を
把
握
で
き
た
。
新
た
な

事
業
な
の
で
総
合
計
画
に
載

せ
る
こ
と
も
あ
り
、
実
施
す

る
と
し
て
も
早
く
て
令
和
９

年
度
に
な
る
。

補聴器の使用が日常生活と社会参加を支える

議
員　

② 

18
歳
以
上
の
難

聴
者
の
調
査
、
ニ
ー
ズ
把
握

を
行
っ
て
は
。

町
長　

幅
広
い
層
の
助
成
制

度
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。
実
態
把
握
は
し
な
い
が

調
査
研
究
は
行
っ
て
い
く
。

ま
ず
加
齢
性
難
聴
に
対
す
る

支
援
を
進
め
る
。

治
体
に
広
が
り
、
近
隣
で
は

22
年
に
は
沼
田
町
、
23
年
に

は
秩
父
別
町
が
全
年
齢
対
象

に
行
っ
て
い
る
。

②
国
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
国

へ
の
要
請
や
他
自
治
体
の
動

向
も
注
視
し
な
が
ら
調
査
研

究
を
進
め
る
。

み
だ
す
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
該
当

と
な
ら
な
い
18
歳
以
上
の
難

聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入

助
成
を
求
め
る
。　
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除
排
雪
体
制

Ａ：持続可能な除排雪体制構築を図る

質
問
趣
旨　

本
年
の
栗
山
町

は
小
雪
で
あ
っ
た
が
、
札
幌

市
の
よ
う
に
大
雪
と
な
る
地

域
も
あ
り
、
気
象
状
況
の
変

化
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

中
、
今
後
の
除
排
雪
の
在
り

方
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

感
想　

検
討
会
議
に
よ
り
課

題
整
理
は
進
ん
で
き
た
が
、

今
後
は
提
言
が
ど
の
よ
う
に

具
体
的
な
施
策
に
反
映
さ
れ

る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

検
討
会
議
に
代
わ
る
体
制

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
注
視

し
、
町
民
と
と
も
に
見
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

議
員　

冬
期
間
の
持
続
可

能
な
除
排
雪
体
制
の
見

直
し
を
図
り
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
や
道
路

交
通
網
を
確
保
す
る
た

め
、「
栗
山
町
除
排
雪
事
業

在
り
方
検
討
会
議
」
が
令

町
長　

本
町
で
は
降
雪
量
は

平
年
よ
り
少
な
い
も
の
の
、

短
時
間
で
の
降
雪
が
発
生
す

る
な
ど
気
象
状
況
の
変
化
が

見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、「
栗
山
町

除
排
雪
事
業
在
り
方
検
討
会

議
」
を
設
置
し
、
計
画
や
要

領
の
見
直
し
、
施
工
管
理

基
準
の
作
成
、
担
い
手
確

保
、
置
き
雪
対
策
、
地
域

と
行
政
の
連
携
に
つ
い
て

段
階
的
に
協
議
し
て
き
た
。 

　

ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
排
雪
管

理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
、
雪

に
関
す
る
学
習
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
、
町
内

会
へ
の
講
座
や
懇
談
会
な

ど
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。 

　

一
方
で
、「
か
き
わ
け
除

雪
」
に
よ
り
発
生
す
る
間

口
の
雪
は
各
自
処
理
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
自

助
・
共
助
の
取
組
が
困
難
と

な
り
、
特
に
高
齢
世
帯
の

負
担
軽
減
が
課
題
で
あ
る
。 

　

今
後
は
、
検
討
会
議
の
提

言
を
踏
ま
え
た
取
組
を
進
め

る
と
と
も
に
、
先
進
地
や
寒

地
土
木
研
究
所
等
と
の
連
携

強
化
や
情
報
発
信
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
除
排
雪
体

制
の
構
築
を
図
る
。

鈴木千逸 議員

                  Ｑ：除排雪の課題と今後の対応は

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

和
５
年
に
設
置
さ
れ
た
。 

　

し
か
し
、
通
勤
通
学
時
間

に
道
路
除
雪
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
や
通
学
路
の
歩
道

除
雪
、
間
口
の
置
き
雪
問

題
、
町
内
会
の
共
助
の
課
題

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
住

民
満
足
度
と
の
開
き
は
依
然

と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
と
考
え
る
。 

　

そ
こ
で
本
町
に
お
け
る
除

排
雪
の
課
題
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
た
。 

住民の暮らしを支える栗山町の除排雪体制
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あなたの議員、何している？あなたの議員、何している？

「議員ログ」「議員ログ」で一般質問や活動履歴をチェック！！で一般質問や活動履歴をチェック！！

②各議員名簿に掲載されている
　　【議員ログ】
から活動内容をチェック！

議員ログでできることは？
●議員ごとに活動内容を確認できます。

議員がどのような活動をしているのかを確認できる「議員ログ」を公開しています。

出席状況や活動内容などを掲載し、議員の取り組みを分かりやすくお伝えします。

どうやって見るの？

●「どんな質問をしているのか知りたい」「過去の発言を確認したい」そんな時に、
すぐに見ることができます。ぜひ一度ご覧ください。

①議会ホームページ TOP 画面から
　　【議員の紹介・議員ログ】
をクリック

選挙公報 過去の一般質問 政務活動費 出席状況

栗山町議会 HP



　総務教育常任委員会・産業福祉常任委員会・広報広聴常任委員会では、毎年それぞれが所管する
町政課題について調査を行っており、３月定例会議で調査の報告が行われました。

ギカイの見方 － 委員会レポート －

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
施

設
の
実
態
と
展
望
に
つ
い
て

　

本
町
に
お
け
る
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
で

は
、
各
施
設
と
も
長
寿
命
化

を
図
る
計
画
と
し
て
い
る

が
、
現
地
調
査
で
は
現
実
的

に
難
し
い
施
設
が
あ
る
。

　

施
設
の
統
廃
合
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
使
用
年
数
や
施

設
の
特
性
、
利
用
実
態
な
ど

を
踏
ま
え
修
繕
の
優
先
順
位

を
設
定
し
、
修
繕
施
設
を
決

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
学

校
経
営
の
実
態
に
つ
い
て

　

学
生
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
包
括
連
携
協
定

な
ど
に
よ
り
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
が
浸
透
し
つ
つ
あ

り
、
ま
た
、
様
々
な
工
夫
に

よ
る
募
集
戦
術
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
は
評
価
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
学
校
経
営
の
根

幹
で
あ
る
学
生
確
保
に
よ
る

入
学
者
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
、
さ
ら
に
、 

収
支

を
み
る
と
、
こ
れ
以
上
の
歳

出
の
削
減
は
難
し
い
段
階
に

き
て
い
る
も
の
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

来
年
度
は
、
第
７
次
総
合

計
画
の
後
期
実
施
計
画
の
策

定
年
で
あ
る
た
め
、
中
期 

経
営
戦
略
に
お
け
る
新
た
な

改
善
案
や
収
支
推
計
に
お
い

て
は
、
入
学
料
や
授
業
料
の

改
訂
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
今
後
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
注
視
し
て
い
き
た

い
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

▼
商
工
業
の
実
態
に
つ
い
て

　

本
町
の
産
業
振
興
は
、「
新

た
な
産
業
の
創
出
」
と
「
既

存
事
業
者
へ
の
支
援
」
の
二

つ
を
柱
と
し
て
進
め
ら
れ
、

企
業
誘
致
を
は
じ
め
、
新
規

創
業
者
や
既
存
企
業
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

本
年
度
、
新
た
に
販
売
を

開
始
し
た
第
５
工
業
団
地 

を
は
じ
め
と
す
る
工
業
用
地

へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
町
内
関
係
機
関
と
連
携

し
道
内
外
の
企
業
へ
積
極
的

に
働
き
か
け
て
お
り
、
誘
致

活
動
の
効
果
は
着
実
に
現
れ

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
道
外
企

業
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
道
内
へ
の
進
出
に
関

心
の
あ
る
企
業
へ
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
た
め
調
査
を

開
始
し
て
い
る
。
企
業
誘
致

は
、
産
業
活
性
化
だ
け
で
は

な
く
、
雇
用
の
創
出
や
人
口

減
少
対
策
に
も
つ
な
が
る
重
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定
し
て
い
る
と
思
う
が
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
公
共
施

設
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
修
繕
が
必
要
な
施
設
に

つ
い
て
は
実
施
す
る
こ
と
を

強
く
願
う
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
、
総
合
計
画
と

整
合
性
を
図
っ
て
推
進
し
て

お
り
、
令
和
８
年
度
に
第
７

次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

が
策
定
さ
れ
る
た
め
、
施
設

の
統
廃
合
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

要
な
施
策
で
あ
り
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

　

空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業

は
、
事
業
期
間
の
延
長
及
び

対
象
エ
リ
ア
に
よ
り
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
対
象
エ
リ
ア
外
で
の
出

店
や
、
民
家
を
改
装
し
て
開

業
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お

り
、
現
行
制
度
の
対
象
と
な

ら
な
い
事
業
者
も
い
る
。
今

後
は
、
町
内
全
域
で
出
店
を

希
望
す
る
事
業
者
を
支
援
す

る
新
た
な
制
度
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
。

　

既
存
お
よ
び
新
規
事
業
者

向
け
の
各
種
融
資
制
度
事
業

等
は
、
近
隣
自
治
体
と
比
べ

て
も
充
実
し
て
い
る
と
評
価

で
き
る
。
た
だ
し
、
融
資
限

度
額
や
期
間
、
利
率
、
利
子

補
給
、
保
証
料
助
成
な
ど
に

つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
る
と
、
本
町
に

お
け
る
現
状
を
把
握
し
検
証

が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は 

融
資
や
補
助
金
・
助
成
金
の

情
報
発
信
や
、
事
業
者
の
成

長
を
後
押
し
す
る
支
援
体
制

の
取
り
組
み
強
化
を
望
む
。

現地で施設の状況を調査



広
報
広
聴
常
任
委
員
会

▼
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
の
発

行
と
広
報
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も 

定
例
会
議
ご
と
（
３
ヶ
月
に

１
回
）
に
議
会
広
報
誌
「
く

り
や
ま
議
会
だ
よ
り
」
を
発

行
し
、
町
民
に
対
す
る
議
会

活
動
の
周
知
に
取
り
組
ん
だ
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
広
報
研
修
会
に
参
加
し 

た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
広
報

に
関
す
る
先
進
的
な
事
例
や 

編
集
方
法
に
つ
い
て
理
解
を 

▼
議
会
広
報
・
広
聴
機
能
の

　
　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

　

議
会
報
告
会
で
は
、
町
政

に
対
し
て
、
地
域
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
や
防
災
・
災

害
対
応
に
つ
い
て
な
ど
、
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
対
す
る
意

見
に
つ
い
て
は
、
議
員
全
員

で
情
報
の
共
有
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
町
民
か
ら
聴
取
し

た
意
見
の
中
か
ら
行
政
に
対

す
る
提
言
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
広
聴

活
動
の
重
要
な
手
段
と
し

て
、
議
会
報
告
会
と
出
前
報

告
会
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
引
き
続
き
町
民
と
対

話
す
る
場
面
を
確
保
す
る
た

め
の
調
査
・
研
究
を
続
け
て

い
く
。

深
め
、
今
後
の
議
会
だ
よ
り 

の
内
容
や
表
現
方
法
の
充
実

に
向
け
た
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

広
報
機
能
の
充
実
に
関
し

て
は
、
エ
フ
エ
ム
く
り
や
ま 

を
活
用
し
、
定
例
会
議
に
お

け
る
一
般
質
問
の
日
程
等
の 

周
知
に
加
え
、
新
た
に
議
会

報
告
会
の
開
催
案
内
に
つ
い

て
も
情
報
発
信
を
行
い
、
町

民
に
対
す
る
周
知
機
会
の 

拡
大
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
実
施 

さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

くりやまぎかいだより№ 18717

　

栗
山
商
工
会
議
所
内
に
設

置
し
て
い
る
中
小
企
業
相
談

所
は
、
起
業
や
新
規
事
業
に

取
り
組
む
事
業
者
を
支
え
る

重
要
な
窓
口
で
あ
る
。
今
後 

に
お
い
て
も
、
栗
山
商
工
会

議
所
と
の
連
携
を
密
に
し
、 

支
援
の
強
化
を
図
ら
れ
た

い
。

▼
地
域
医
療
の
実
態
に
つ
い
て

　

本
町
の
医
療
体
制
は
栗
山

赤
十
字
病
院
の
改
築
に
あ
わ

せ
医
療
機
器
が
一
部
更
新
さ

れ
、
ま
た
個
人
病
院
等
も
複

数
あ
り
、
町
外
に
あ
る
救
急

病
院
と
の
連
携
も
図
ら
れ
て

い
る
た
め
、
町
民
の
命
を
支

え
る
仕
組
み
は
整
え
ら
れ
て

い
る
と
評
価
す
る
。
し
か

し
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
変
化
す
る
中
で
、
医
療

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に

わ
た
り
、
命
に
直
結
す
る
分

野
で
も
あ
る
た
め
、
現
状
に

満
足
せ
ず
更
な
る
高
み
を
目

指
す
医
療
体
制
の
支
援
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

　

栗
山
赤
十
字
病
院
を
中
心

と
し
た
在
宅
医
療
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
医
療
提
供
、

療
養
生
活
の
支
援
の
充
実
に

向
け
、
町
内
医
療
機
関
や
介

護
・
福
祉
施
設
と
の
地
域
連

携
に
つ
い
て
更
な
る
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

　

南
部
地
区
の
医
療
環
境
対

策
に
つ
い
て
は
巡
回
診
療
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
南
部
地
区
で
開
業
を
希

望
す
る
医
師
の
模
索
や
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
町
内

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
た
め

の
交
通
手
段
の
充
実
、
在
宅

医
療
の
推
進
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
た
め
、
南
部
地
域

の
医
療
環
境
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
本
町
が
加
入
し
て

い
る
救
急
医
療
相
談
「
救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ
♯

７
１
１
９
」
に
つ
い
て
は
、

相
談
者
の
状
態
の
緊
急
度 

が
高
い
場
合
は
、
救
急
安
心

セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ
と
救
急

隊
員
、
そ
し
て
搬
送
さ
れ
る

医
療
機
関
と
の
迅
速
な
情
報

共
有
が
必
要
で
あ
る
。
各
関

係
機
関
が
ス
ム
ー
ズ
に
連
携

で
き
る
よ
う
連
携
体
制
の 

強
化
を
求
め
る
。

利
便
性
向
上
の
取
組
に
つ
い

て
、
議
員
名
簿
の
ペ
ー
ジ 

に
設
け
た
「
議
員
ロ
グ
」
の 

項
目
か
ら
、
各
議
員
の 

一

般
質
問
の
履
歴
や
会
議
録
、

録
画
配
信
等
の
各
情
報
へ
リ

ン
ク
設
定
を
し
、
町
民
が 

議
会
活
動
や
議
員
個
々
の 

活
動
内
容
を
よ
り
身
近
に 

確
認
で
き
る
環
境
の
充
実
を 

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

　

今
後
も
研
修
会
等
で
得
た 

知
見
を
踏
ま
え
、
議
会
だ
よ

り
の
内
容
や
表
現
方
法
の
改 エフエムくりやまから議会活動を発信

善
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と 

と
も
に
、
エ
フ
エ
ム
く
り
や

ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど 

既
存
媒
体
の
効
果
的
な
活
用

を
通
じ
、
議
会
広
報
機
能
の 

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く 

こ
と
と
す
る
。

地域医療を支える栗山赤十字病院
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1 月臨時会議1 月臨時会議 1 月 15 日
1 月臨時会議

録画配信

補
正
予
算

￥
▼
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
９
６
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
１
４
億
１
３
０
８
万
１
千
円

と
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改

定
等
に
伴
う
一
般
職
給
料
、

及
び
職
員
手
当
等
の
追
加
等

　
　
　
　
　

３
７
１
０
万
円

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ

る
給
与
改
定
に
伴
う
追
加　

　
　
　
　
　
　
　
　

87
万
円

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ

る
給
与
改
定
に
伴
う
追
加　

　
　
　
　
　
　
　
　

89
万
円

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

規
則
・
条
例

　

１
月
臨
時
会
議
で
は
５
件

の
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
た

ほ
か
、
学
校
再
編
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
て
い
た
２
件
の
条
例
改
正

案
に
つ
い
て
審
査
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
３

件
に
つ
い
て
解
説
！

▼
栗
山
町
第
１
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
、
勤
勉
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
と
の
勧
告
が
な
さ

れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
本
町
で

も
条
例
を
改
正
。
施
行
日

は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
。

▼
栗
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

12
月
定
例
会
議
で
学
校
再

編
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

給
与
費
明

細
書
を
見
る
と
、
特
別
職
、

一
般
職
、
会
計
年
度
任
用
職

員
以
外
の
職
員
に
つ
い
て
は

補
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
補
正

が
な
い
。

総
務
課
主
幹　

常
勤
職
員
の

給
与
が
改
定
さ
れ
た
場
合
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
も
、
改
定
の
実
施
時
期
を

含
め
、
常
勤
職
員
の
取
扱
い

に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
旨
、
総
務
省
か

ら
通
知
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
本
町
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
中
に
は
、
扶

養
の
範
囲
内
で
の
勤
務
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、

1 月臨時会議
賛否

そ
の
他

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

１
１
０
万
円

事
由
：
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
で

作
業
中
、
後
退
時
の
安
全
確

認
不
足
に
よ
る
物
損
事
故
に

伴
う
相
手
方
車
両
修
理
費
。

会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
。
小

学
校
統
廃
合
に
伴
う
通
学
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の

影
響
を
確
認
し
、
児
童
・
保

護
者
へ
の
配
慮
を
求
め
た
上

で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

遡
及
改
定
を
行
う
と
扶
養
か

ら
外
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
減
額
遡
及
と
な
っ

た
場
合
に
は
給
与
返
還
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
事
情
か
ら
、
本
町
で

は
遡
及
改
定
を
行
わ
な
い
取

扱
い
と
し
て
い
る
。

　
※
斉
藤
隆
浩
議
員
か
ら
令
和

７
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補

正
予
算
の
他
、
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
特
別
会
計
補
正
予

算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
で
同
様
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

栗山町では会計年度任用職員約９０名が勤務
給与改定時期の取り扱いが論点に

　

今
回
の
人
事
院
勧
告
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
影

響
し
な
い
の
か
。

ー学校再編に関する条例を可決ー
　1 月臨時会議では、学校再編に関する２件の条例改正案が特別委員会での審査を経て可決されました。
　あわせて補正予算などが審議され、すべての議案が可決されました。
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討　
　

論

反
　
対

斉
藤
隆
浩
議
員　

会
計
年
度

任
用
職
員
も
、
一
般
職
や
特

別
職
と
同
様
に
職
場
を
支
え

て
い
る
存
在
。
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
他
の
職
員
の
給
与

を
引
き
上
げ
る
の
で
あ
れ

ば
、
会
計
年
度
任
用
職
員
も

遡
及
し
て
引
き
上
げ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。

鈴
木
千
逸
議
員　

当
初
の
契

約
条
件
を
踏
ま
え
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
今
後

の
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す

る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
賛
成
。

齊
藤
義
崇
議
員　

制
度
上
、

減
額
改
定
時
に
は
確
実
に
履

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕

組
み
が
あ
り
、
遡
及
対
応
に

は
リ
ス
ク
も
あ
る
。
制
度
を

理
解
し
た
上
で
判
断
す
べ
き

賛
　
成

賛
否
の
公
表

議　件　名
結
果

齊
藤
（
義
）

置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
（
隆
）

端藤
本
鵜
川

議案第 49 号　令和７年度栗山町一般会計補正予算（第９号） 可 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ /

議案第 50 号　令和７年度北海道介護福祉学校特別会計
補正予算（第３号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 /

議案第 51 号　令和７年度介護保険特別会計補正予算（第
３号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 /

議案第 52 号　令和７年度水道事業会計補正予算（第４号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 /

議案第 40 号　栗山町立学校設置条例の一部を改正する条
例について 可 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 /

議案第 41 号　栗山町立学校施設使用条例の一部を改正す
る条例について 可 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 /

可：可決　○：賛成　×：反対　ー：棄権　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

議
案
第
49
号

令
和
７
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

議
案
第
50
号

令
和
７
年
度
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

反
　
対

斉
藤
隆
浩
議
員　

先
ほ
ど
の

議
案
と
同
様
だ
が
、
会
計
年

度
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
、

他
の
職
員
と
同
様
に
給
与
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
条
例

改
正
の
機
会
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
見
直
し
は
可
能
で
あ
る

と
思
う
。
以
上
の
理
由
か

ら
、
反
対
。

賛
　
成

齊
藤
義
崇
議
員　

制
度
設
計

は
民
間
企
業
と
は
大
き
く
異

な
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
つ
い
て
も
厳
格
な

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
運
用
さ

れ
て
い
る
。
仮
に
減
額
改
定

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
次
の

給
与
か
ら
減
額
調
整
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
公

務
員
特
有
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。

本
補
正
は
、
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
制
度
に
沿
っ
て
適

正
に
処
理
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
制
度
を
十
分
に
理
解
し

た
上
で
判
断
す
べ
き
と
考
え
、

本
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
。

議
案
第
51
号

令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

反
　
対

斉
藤
隆
浩
議
員　

会
計
年
度

任
用
職
員
が
補
正
対
象
か
ら

外
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
今
回
の
補
正
で
対
応
す

る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
本
議
案
に
反
対
。

賛
　
成

齊
藤
義
崇
議
員　

制
度
設
計

を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
判

断
す
べ
き
と
考
え
る
。
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
導

入
時
に
雇
用
条
件
を
明
確
に

定
め
、
そ
の
条
件
に
基
づ
き

雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い

る
。
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給

与
の
増
減
が
あ
っ
て
も
、
契

議
案
第
52
号

令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

反
　
対

斉
藤
隆
浩
議
員　

補
正
予
算

後
に
条
例
審
査
と
な
っ
た
手

順
に
疑
問
。
会
計
年
度
任
用

職
員
も
同
じ
職
員
と
し
て

同
様
の
処
遇
を
求
め
、
考

え
方
に
賛
同
で
き
ず
反
対
。 

約
期
間
中
は
そ
の
条
件
に
基

づ
き
支
給
す
る
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度

設
計
に
沿
っ
て
、
今
回
の
補

正
お
よ
び
条
例
が
提
案
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
。

と
考
え
、
賛
成
。

賛
　
成

齊
藤
義
崇
議
員　

人
事
院
勧

告
を
踏
ま
え
任
用
職
員
へ
の

手
当
支
給
を
評
価
。
法
令
に

基
づ
く
制
度
設
計
に
も
合
理

性
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
妥

当
と
判
断
し
賛
成
。



あ
な
た
の　    

が
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令
和
８
年
１
月
20
日
か
ら

２
月
9
日
ま
で
の
日
程
で
、

町
内
13
会
場
に
お
い
て
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
延
べ

１
７
６
名
の
町
民
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
お
い
て
は
、
数

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
意
見
や
要
望
は
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
に
お
い
て

ま
と
め
を
行
い
、
提
言
書
と

し
て
、
鵜
川
和
彦
議
長
か
ら

佐
々
木
学
町
長
へ
手
渡
し
ま

し
た
。

議 会
報 告 会

町

声
提
言
書
の
概
要

①
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

町
民
の
移
動
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
、
道
内
各
地
で
の

民
間
バ
ス
撤
退
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
背
景
に
、
交
通
弱
者
で

あ
る
高
齢
者
、
児
童
、
生
徒

に
と
っ
て
、
強
い
関
心
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
の
報

告
会
に
お
い
て
も
複
数
の
会

場
か
ら
意
見
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

町
営
バ
ス
に
お
い
て
は
、

利
便
性
の
向
上
や
効
率
性
の

観
点
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ

の
移
行
を
進
め
て
い
る
が
、

町
民
に
と
っ
て
は
従
前
と
は

異
な
る
新
し
い
手
法
と
な
る

こ
と
か
ら
、
予
約
方
法
を
含

  

②
防
災
や

  

　
　
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

防
災
や
災
害
対
応
に
つ
い

て
、
様
々
な
地
域
に
お
い
て

地
域
特
性
に
応
じ
た
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
学
校
統
合
に
伴
う
指
定

避
難
所
の
確
保
に
つ
い
て
は

統
合
に
伴
う
課
題
と
し
て
と

ら
え
、
地
域
住
民
と
の
課
題

の
共
有
や
、
解
決
に
向
け
た

説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
経

路
の
確
保
に
つ
い
て
も
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。
地
域
に

よ
っ
て
起
こ
り
得
る
災
害
の

特
性
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
特
有
の
不
安
事
の
把
握

に
努
め
、
そ
の
解
消
へ
向
け

た
施
策
の
検
討
を
進
め
ら
れ

た
い
。

意
見
・
要
望
を
町
長
に
提
言

鵜川議長から佐々木町長に提言書を手渡しました（３月２６日）

議会報告会 QR

提出した提言書や実施結果（参
加人数）、当日配布した資料は、
議会ＨＰで公開しています。

を
動
か
す

め
、
細
部
に
渡
る
検
証
、
改

善
を
継
続
的
に
進
め
、
町
民

の
満
足
度
を
高
め
る
取
り
組

み
を
継
続
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

導
入
や
、
他
自
治
体
と
の
共

同
運
行
な
ど
、
課
題
解
決
の

た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
を

進
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
民
か

ら
の
政
策
提
案
と
と
ら
え
、

そ
の
有
効
性
や
問
題
点
の
研

究
な
ど
を
進
め
ら
れ
た
い
。

報告会で寄せられた声を形に

町民の移動を支える持続可能な交通へ
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町
へ
の
要
望
と
回
答

Ｑ
：
農
産
物
の
地
元
消
費
拡

大
策
推
進
の
た
め
、
地
産
地

消
条
例
の
検
討
を
し
て
ほ
し

い
。

Ａ
：
地
産
地
消
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
町
と
し
て
も
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
町
内
の
飲
食
店
に

お
い
て
栗
山
町
産
の
農
産
物

が
使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

直
売
所
で
の
販
売
、
ま
た
、

町
で
は
、
農
業
６
次
産
業
化

に
向
け
た
取
組
支
援
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ご
意
見
い
た
だ
い
た
「
地

産
地
消
条
例
」
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
生
産
・
流

通
体
制
の
実
情
把
握
、
先
進

地
域
の
事
例
や
条
例
と
し
て

定
め
る
こ
と
で
の
効
果
な

ど
、
調
査
、
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
地
元
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
、

取
組
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
：
雇
用
創
出
の
観
点
か

ら
、
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
の
推
進
を
加
速
し
て
ほ
し

い
。

Ａ
：
企
業
の
誘
致
活
動
に
つ

い
て
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
関
連
企

業
へ
の
情
報
発
信
や
道
内
外

の
金
融
機
関
と
の
情
報
交
換

を
基
に
、
新
た
に
完
成
し
た

第
５
工
業
団
地
を
中
心
に
誘

致
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
栗
山
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
の
連
携
や
今
年
度
実
施
し

た
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
に

拠
点
を
置
く
企
業
へ
の
道
内

進
出
意
向
調
査
の
結
果
を
基

に
、
戦
略
的
に
誘
致
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

Ｑ
：
空
き
家
の
利
活
用
促
進

に
つ
い
て
、
町
で
の
中
間
保

有
を
検
討
す
る
な
ど
移
住
定

住
対
策
強
化
を
し
て
ほ
し

い
。

Ａ
：
町
に
よ
る
空
き
家
の

中
間
保
有
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
土
地
建
物
の
買
収

Ｑ
：
人
口
減
少
下
で
の
地
域

会
館
維
持
に
対
す
る
財
政
的

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
：
現
在
、
町
内
会
・
自
治

会
が
管
理
・
所
有
す
る
地
域

集
会
施
設
に
関
す
る
支
援
制

度
と
し
て
、
新
築
・
改
築
又

は
増
築
・
改
修
に
要
す
る
経

Ｑ
：
昨
年
の
全
国
的
な
熊
出

没
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
接

し
、
不
安
を
覚
え
る
町
民
は

多
い
と
思
う
。
熊
侵
入
防
止

の
機
能
も
あ
る
鹿
柵
の
維

持
・
管
理
の
徹
底
や
ハ
ン

タ
ー
の
育
成
も
含
め
た
獣
害

対
策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
昨
年
は
本
町
に
お
い
て

も
、
他
の
地
域
と
同
様
に
、

熊
の
目
撃
・
痕
跡
・
捕
獲
頭

数
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

ご
意
見
い
た
だ
い
た
「
鹿
柵

の
維
持
・
管
理
の
徹
底
」
に

つ
い
て
は
、
対
象
地
域
の
管

理
組
織
に
対
し
て
、
栗
山
町

農
業
振
興
公
社
に
お
い
て
、

必
要
経
費
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

　

鹿
柵
の
熊
侵
入
防
止
機
能

と
し
て
は
、
極
め
て
限
定
的

で
は
あ
る
が
、
維
持
・
管
理

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様

と
も
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
ご
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
対
応
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
熊
除
け
対
策

備
品
（
鈴
、
熊
用
ス
プ
レ
ー

議
会
へ
の
要
望
と
回
答

Ｑ
：
議
会
報
告
会
で
の
意
見

や
町
長
へ
の
提
言
書
の
議
会

と
し
て
の
後
追
い
は
。

Ａ
：
議
会
報
告
会
で
町
民
の

皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
、

ご
提
言
に
つ
い
て
は
、
全
議

員
で
ま
と
め
会
議
に
て
政
策

別
に
集
約
し
、
町
側
へ
の
質

問
事
項
と
提
言
事
項
と
い
う

形
に
ま
と
め
て
い
る
。
特
に

提
言
事
項
と
し
た
項
目
は
引

き
続
き
常
任
委
員
会
の
中
で

調
査
し
、
議
会
と
し
て
町
へ

働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

費
、
さ
ら
に
改
修
や
維
持
費

な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

な
ど
、
大
き
な
費
用
負
担
が

発
生
す
る
。
現
在
、
町
で
は

「
栗
山
町
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
運
営
し
流
動
化
を
図
っ
て

お
り
、
現
在
の
登
録
件
数
は

７
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
過

去
２
年
間
で
登
録
件
数
は
27

件
、
販
売
件
数
は
32
件
と
、

販
売
件
数
が
登
録
件
数
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
定
住
推
進
課
で
配

置
し
て
い
る
「
空
き
家
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
や
町
内
の
不
動

産
事
業
者
と
も
連
携
を
し
な

が
ら
登
録
件
数
を
さ
ら
に
増

や
し
、
移
住
定
住
対
策
を
強

化
、
推
進
し
て
い
く
。

費
を
対
象
に
「
栗
山
町
地
域

集
会
施
設
建
設
補
助
金
」
と

し
て
支
援
し
て
い
る
が
、
地

域
会
館
の
維
持
・
管
理
等
運

営
費
を
対
象
と
し
た
支
援
制

度
は
な
い
。

　

近
年
、
人
口
減
少
に
伴
う

町
内
会
加
入
世
帯
数
の
減
少

や
若
年
層
の
地
域
行
事
へ
の

参
加
率
の
低
下
、
加
え
て
役

員
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
地

域
で
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
見
守
り

活
動
や
災
害
の
教
訓
か
ら

も
、
町
内
会
活
動
は
、
今
後

も
地
域
の
中
で
ま
す
ま
す
重

要
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
令
和
８
年
度
に

第
７
次
総
合
計
画
後
期
実
施

計
画
を
策
定
す
る
が
、
こ
の

度
ご
提
言
い
た
だ
い
た
内
容

も
含
め
、
今
後
懇
談
会
等
の

機
会
を
通
じ
て
地
域
ニ
ー
ズ

の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
町

内
会
・
自
治
会
活
動
及
び
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

活
性
化
に
つ
な
が
る
支
援
策

を
具
体
化
し
て
い
く
。

な
ど
）
の
購
入
費
も
農
業
振

興
公
社
に
よ
る
補
助
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
点
の
「
ハ
ン
タ
ー

の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
よ
り
制
度
化
さ
れ

た
、「
緊
急
銃
猟
」
へ
の
対

応
の
一
環
と
し
て
、
地
元
ハ

ン
タ
ー
へ
の
研
修
支
援
な
ど

も
予
定
し
て
お
り
、
強
化
を

図
っ
て
い
く
。
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南空知町村議会議長連絡協議会主催議員研修会南空知町村議会議長連絡協議会主催議員研修会

　令和８年２月１９日、岩見沢市生涯学習センター「いわなび」において南空知４市５町の議員が集まっ
た議員研修会が開催され、栗山町議会からは議員１０名が参加しました。
　一般社団法人地方公共団体政策支援機構上席研究員の渡辺太樹氏より「人口減少時代と定住自立圏
形成における議員の役割」と題する講演をいただきました。
　『講師の渡辺太樹先生は、詳細なデータを根拠に各自治体で必要な政策提言の在り方を示してくだ
さったので今後の政策立案にも重要な視点を与えていただきました。今回の研修で得たことを糧に、
今後の政策提言に活かしてまいります。』（堀　文彦）

栗山町議会議員研修会
　令和８年２月２０日、栗山町議会において開催され、議員１１名が参加しました。
　一般社団法人地方公共団体政策支援機構上席研究員の渡辺太樹氏より「これからの栗山町議会が行
うべきこと」をテーマに講演をいただきました。
　『研修では、勘や経験だけに頼るのではなく、統計データや将来推計を基に広い視点で政策を捉える
重要性について学びました。現在実施している事業が、将来の人口構造や地域課題に本当に合致して
いるのかという視点は、改めて深く考えさせられるものでした。また、所属する常任委員会ごと分か
れて行ったグループワークでは所管事業を取り上げ、進捗や課題、今後の方向性について議員間で意
見を交わしました。研修を通じ、質疑や一般質問の視点を一段引き上げる必要性を実感するとともに、
町民の代表機関としての議会の役割を再認識する有意義な機会となりました。』（斉藤　隆浩）

T o p i c s
出来事・話題

人口減少時代の議員の役割や政策立案の視点を学んだ

町議会の今後の取り組みを考える機会となった研修会
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政務活動費収支一覧

番号 議員氏名 交付決定額
政務活動に要した対象経費 交 付 金

残     額調査研究費 研　修　費 資料作成費 資料購入費 合　　計

1 齊藤　義崇 240,000 0 167,008 0 77,510 244,518 0

2 置田　武司 240,000 0 0 2,360 25,286 27,646 212,354

3 重山　雅世 240,000 0 24,957 5,240 29,800 59,997 180,003

4 大櫛　則俊 240,000 0 17,957 0 14,256 32,213 207,787

5 堀　　文彦 240,000 0 254,900 0 27,946 282,846 0

6 鈴木　千逸 240,000 0 190,527 0 74,367 264,894 0

7 佐藤　則男 240,000 0 0 0 14,256 14,256 225,744

8 斉藤　隆浩 240,000 0 17,957 0 10,505 28,462 211,538

9 端　　師孝 240,000 0 121,670 0 14,450 136,120 103,880

10 藤本　光行 240,000 0 0 0 11,880 11,880 228,120

11 鵜川　和彦 240,000 200,000 17,958 0 17,450 235,408 4,592

合　計 2,640,000 200,000 812,934 7,600 317,706 1,338,240 1,374,018

（単位：円）

　政務活動は、議員の政策調査研究等の活動です。すべての出張報告書や活動に関係
する領収書などは、議会ＨＰで公開しています。

政務活動報告 QR

議員の出席簿議員の出席簿
本会議 常任委員会 議

会
運
営
委
員
会

 

各
特
別
委
員
会

そ
の
他

合計

定
例
会
議

臨
時
会
議

総
務
教
育

産
業
福
祉

広
報
広
聴

広
報
小
委
員
会

広
聴
小
委
員
会

会
議
日
数

出
席
日
数

欠
席
日
数

出
席
率

齊 藤　義 崇 12 4 10 6 9 - 6 17 16 32 112 112 0 100.0%

置 田　武 司 12 4 10 - 9 11 - - 16 31 95 93 2 97.9%

重 山　雅 世 12 4 - 6 8 - 5 - 16 32 86 83 3 96.5%

大 櫛　則 俊 12 4 - 6 9 11 6 - 16 33 97 97 0 100.0%

 堀 　　文 彦 12 3 10 - 9 10 - 16 20 30 116 110 6 94.8%

鈴 木　千 逸 12 4 - 6 8 - 6 17 21 32 108 106 2 98.1%

佐 藤　則 男 12 4 10 - 9 11 2 6 16 33 103 103 0 100.0%

斉 藤　隆 浩 12 4 - 6 9 6 17 21 33 108 108 0 100.0%

 端 　　師 孝 12 4 - 6 9 11 - 6 16 32 96 96 0 100.0%

藤 本　光 行 12 4 10 - 9 11 4 10 18 32 111 110 1 99.1%

鵜 川　和 彦 12 4 10 - - - - 17 - 30 74 73 1 98.6%
※ 1　鵜川議長は、議会運営委員会には委員ではなくオブザーバーとして出席
※ 2　藤本議員は監査委員のため、決算審査特別委員会の委員ではない
※ 3　各特別委員会は、予算審査、決算審査、中長期財政問題等調査、議員の報酬に関する調査、学校再編に関する調査
※ 4　その他は全員協議会、議会改革推進会議、議会報告会、一般会議

（令和７年１月～１２月）

（令和７年 4 月～令和８年 3 月）

※１
※２
※ 3 ※ 4
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はし
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　さん６月定例会議の開会日

月　　 日～６ 16
議会の予定

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 議会に行こう！
傍聴
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　議会が変われば、まちが変わる。そんな思いで平成１８年５
月１８日、全国で初の議会基本条例を制定してから歳月が流
れ、早２０年の時を迎えます。
　議会改革のきっかけは、平成１２年の地方分権一括法の制定
にあります。それまでの中央集権の国と地方の上下主従の関係
から対等協力の関係になり、象徴的な国の事務である機関委任
事務が廃止され（市町村で４５％）地方議会は、すべての案件
に議会の権限が及ぶようになりました。これにより地方議会の
自己決定権と自己責任も格段に大きくなり次代の分岐点を迎え
ました。その後、国の財政も厳しくなり、三位一体改革や市町
村合併や、民にできることは民にと、民営化や指定管理者制度
など、直接住民に関わる多くの問題が山積してきます。
　そのような中で制度的に住民に一番近い立場にある議会が、
一番遠い存在になっているのではないかと考え「開かれた議
会」を目指して様々な改革を行ってきました。開かれた議会の
基本は情報公開と説明責任にあります。議会報告会は町民との
直接対話の機会であり、一番の要になります。今までの改革の
成果を後戻りしない為に議会基本条例を制定しました。議会基
本条例は、議員にとっても厳しい中味であり、自らの資質も問
われます。その後、通年議会や文書質問、議員の学校など、議
会の活動を広げておられる事に現議員の皆さんの改革の意欲を
感じます。
　栗山町の発展は、住民、町、議会、職員が一致協力してこそ
成果ある発展が期待できます。そして、議会がその先導を担っ
てくれる事を願ってやみません。

6 月 １０日（水） 議会運営委員会
6 月 １６日（火） ６月定例会議

～ １９日（金）
　※全て９時３０分開会予定です

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「議会基本条例制定２０周年を迎えて」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口までお越しください。口までお越しください。

　★令和８年度の表紙のテーマは
　　　　　　　「輝く栗山人！」　です。　
　　栗山町で頑張っている人、団体が登場します。
　　次号もお楽しみに！　　　

（今の暮らしの中から、町の未来を想う）


